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会 (福島市) 5 ᭶, 2015 

࣭ 松ᑿ知ᖹ, 原 尚人, 杉谷 巌, ⟄井英光, 伊藤研一, 杉㔝බ則, 㔝博也, 今井常ኵ, ྜྷ⏣ 

明, 清水一㞝, 鈴木┾一 : 他代替治療࡞ࡢい放射性ࣚ࢘素治療(RAI)適応ࡢศ型⏥状

腺癌患者ࢆ対象したソ࢙ࣛࣇニࡢࣈ᭷効性࣭安全性࣭QOL 臨床研究. 第ࡿ関す 27 回日

ᮏ内ศ泌外科学会総会 (福島市) 5 ᭶, 2015 

࣭ 原 尚人, 佐々木啓ኴ, 松ᑿ知ᖹ, 高木理央, 星 葵, 周山理紗, 澤 文, 岡崎 舞, 島正ኴ郎,市

岡恵美香, ⏣地佳那, 清松裕子, 井ཱྀ研子, ụ⏣㐩彦, 坂東裕子 ：MEN2 副腎褐色細胞腫

対すࡿ手術方針. 第 21 回日ᮏ家族性腫瘍学会学術㞟会 㸦さいたࡲ市㸧6 ᭶,2015 



 ࣭ 高㔝千明, 坂東裕子, 中島┿名美, 清松裕子, ụ⏣㐩彦, 井ཱྀ研子, ୖ牧 隆, 原 尚人 : 検診
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࣭ ᭷⏣美和, 㔝ཱྀ恵美子, 川﨑彰子, 坂東裕子, 佐藤豊実, 濱⏣洋実 : ⟃波大学附属病院遺伝
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学術㞟会 (港༊) 10 ᭶,2015 
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